
(57)【要約】

【課題】胃縮小装置を提供する。

【解決手段】胃を通る経口の線形の通路の形成を容易に

する胃縮小装置は、近位側端部および遠位側端部を含む

細長い本体部分、を含んでいる。この細長い本体部分は

、針が通過するように配向されている少なくとも１つの

組織係合面を伴う、概ね正弦曲線の形状である。この細

長い本体部分は、また、前記少なくとも１つの組織係合

面の近くにそれぞれ形成されている少なくとも１つの針

通路も含んでいる。この少なくとも１つの針通路は、針

が、上記細長い本体部分の組織係合面に接触している胃

の組織を完全に通過するように、その少なくとも１つの

組織係合面により定められている正弦曲線状の波形の中

心、を概ね通過している。上記細長い本体部分は縫合糸

通路をさらに含んでいる。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 胃 を 通 る 経 口 の 線 形 の 通 路 の 形 成 を 容 易 に す る 胃 縮 小 装 置 に お い て 、
　 近 位 側 端 部 お よ び 遠 位 側 端 部 を 有 す る 細 長 い 本 体 部 分 で あ っ て 、 前 記 細 長 い 本 体 部 分 は
、 針 が 通 過 す る よ う に 配 向 さ れ て い る 少 な く と も １ つ の 組 織 係 合 面 を 有 し 、 概 ね 正 弦 曲 線
の 形 状 で あ る 、 細 長 い 本 体 部 分 、
　 を 備 え て お り 、
　 前 記 細 長 い 本 体 部 分 は 、 前 記 少 な く と も １ つ の 組 織 係 合 面 の 近 く に そ れ ぞ れ 形 成 さ れ て
い る 少 な く と も １ つ の 針 通 路 も 含 ん で お り 、 前 記 少 な く と も １ つ の 針 通 路 は 、 針 が 、 前 記
細 長 い 本 体 部 分 の 前 記 組 織 係 合 面 に 接 触 し て い る 胃 の 組 織 、 を 完 全 に 通 過 す る よ う に 、 前
記 少 な く と も １ つ の 組 織 係 合 面 に よ り 定 め ら れ て い る 正 弦 曲 線 の 波 形 の 中 心 、 を 概 ね 通 過
し て お り 、
　 前 記 細 長 い 本 体 部 分 は 縫 合 糸 通 路 を さ ら に 含 ん で い る 、
　 胃 縮 小 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 胃 縮 小 装 置 に お い て 、
　 前 記 細 長 い 本 体 部 分 は 、 内 視 鏡 の 柔 軟 な 胃 鏡 の 遠 位 側 端 部 に 対 す る 選 択 的 な 取 り 付 け の
た め の 、 形 状 お よ び 大 き さ に 作 ら れ て い る 、 胃 縮 小 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 胃 縮 小 装 置 に お い て 、
　 前 記 細 長 い 本 体 部 分 は 、 前 記 細 長 い 本 体 部 分 の 上 部 お よ び 下 部 に 沿 っ て 配 置 さ れ て い る
、 対 向 し て い る 前 後 の 組 織 係 合 面 、 を 含 ん で い る 、 胃 縮 小 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 胃 縮 小 装 置 に お い て 、
　 前 記 細 長 い 本 体 部 分 は 、 前 記 前 後 の 組 織 係 合 面 の 近 く に そ れ ぞ れ 形 成 さ れ て い る 第 １ お
よ び 第 ２ の 針 通 路 、 を 含 ん で い る 、 胃 縮 小 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 ４ に 記 載 の 胃 縮 小 装 置 に お い て 、
　 前 記 そ れ ぞ れ の 第 １ お よ び 第 ２ の 針 通 路 は 、 針 が 、 前 記 胃 壁 の 前 記 前 後 の 組 織 係 合 面 に
接 触 し て い る 胃 の 組 織 を 完 全 に 通 過 す る よ う に 、 前 記 前 後 の 組 織 係 合 面 に よ り 定 め ら れ て
い る 前 記 正 弦 曲 線 状 の 波 形 の 前 記 中 心 、 を 概 ね 通 過 し て い る 、 胃 縮 小 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 胃 縮 小 装 置 に お い て 、
　 前 記 細 長 い 本 体 部 分 は 、 前 記 前 後 の 組 織 係 合 面 の そ れ ぞ れ に 沿 っ て 、 吸 引 口 と 、 少 な く
と も １ つ の 吸 引 穴 と 、 を 含 ん で い る 、 胃 縮 小 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 胃 縮 小 装 置 に お い て 、
　 前 記 前 後 の 組 織 係 合 面 を 定 め て い る 前 記 正 弦 曲 線 状 の 波 形 の 大 き さ は 、 胃 の 対 向 し て い
る 前 後 の 壁 部 を 引 き 込 ん で 重 ね あ っ た 形 態 に し て 、 巾 着 縫 合 糸 の 配 置 の た め に 、 そ れ ら 前
後 の 壁 部 を 針 が そ れ ぞ れ 通 過 で き る よ う に す る 大 き さ で あ る 、 胃 縮 小 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 胃 縮 小 装 置 に お い て 、
　 前 記 細 長 い 本 体 部 分 は 、 巾 着 縫 合 の 形 成 の た め の 、 形 状 お よ び 大 き さ 、 に 作 ら れ て い る
、 胃 縮 小 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 請 求 項 ８ に 記 載 の 胃 縮 小 装 置 に お い て 、
　 前 記 細 長 い 本 体 部 分 は 、 二 重 の 巾 着 縫 合 の 形 成 の た め の 、 形 状 お よ び 大 き さ 、 に 作 ら れ
て い る 、 胃 縮 小 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 胃 縮 小 装 置 に お い て 、
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　 前 記 細 長 い 本 体 部 分 は 、 前 記 少 な く と も １ つ の 組 織 係 合 面 に 沿 っ て 、 吸 引 口 と 、 一 連 の
吸 引 穴 と 、 を 含 ん で い る 、 胃 縮 小 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 開 示 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ １ 】
〔 発 明 の 背 景 〕
　 本 発 明 は 胃 縮 小 術 に 関 連 し て い る 。 特 に 、 本 発 明 は 、 胃 縮 小 術 を 、 内 視 鏡 に よ り 行 な う
た め の 方 法 お よ び 装 置 に 関 連 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
〔 先 行 技 術 の 記 述 〕
　 病 的 肥 満 は 深 刻 な 症 状 で あ る 。 実 際 に 、 病 的 肥 満 は 米 国 、 な ら び に そ の 他 の 国 に お い て
非 常 に 広 が っ て お り 、 こ の 傾 向 は 悪 化 の 方 向 に 向 か っ て い る よ う に 思 わ れ る 。 病 的 肥 満 に
付 随 す る 合 併 症 は 、 高 血 圧 、 糖 尿 病 、 冠 動 脈 病 、 発 作 、 う っ 血 性 心 不 全 、 多 数 の 整 形 外 科
的 な 問 題 、 お よ び 著 し く 短 縮 さ れ た 平 均 余 命 を 伴 う 肺 動 脈 弁 閉 鎖 不 全 （ pulmonary insuff
iciency） 、 を 含 む 。 こ の こ と を 考 慮 す る と 、 ま た 、 当 業 界 の 熟 練 者 が 確 か に 理 解 す る よ
う に 、 病 的 肥 満 に 伴 う 金 銭 的 お よ び 身 体 的 儀 性 は 相 当 で あ る 。 実 際 に 、 肥 満 に 関 連 す る 費
用 は 、 米 国 だ け で も 、 １ ０ ０ ０ 億 ド ル を 超 え て い る と 、 推 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 多 様 な 外 科 処 置 が 肥 満 を 治 療 す る た め に 開 発 さ れ て い る 。 最 も 一 般 的 な 、 現 在 に お い て
行 な わ れ て い る 処 置 は ル ー ワ イ （ Roux-en-Y） 胃 バ イ パ ス 術 （ Ｒ Ｙ Ｇ Ｂ ） で あ る 。 こ の 処
置 は 非 常 に 複 雑 で あ り 、 病 的 肥 満 を 示 し て い る 人 々 を 治 療 す る た め に 、 一 般 的 に 利 用 さ れ
て い る 。 し か し な が ら 、 こ の こ と を 考 慮 す る と 、 １ ０ ０ ， ０ ０ ０ 回 を 超 え る 処 置 が 、 米 国
だ け で も 、 毎 年 に 行 な わ れ て い る 。 肥 満 手 術 の 別 の 形 態 は 、 フ ォ ビ 嚢 （ Fobi pouch） 、 胆
膵 路 転 換 手 術 （ bilio-pancreatic diversion） 、 お よ び 胃 形 成 ま た は 「 胃 ス テ ー プ リ ン グ
」 （ stomach stapling） 等 、 を 含 む 。 加 え て 、 胃 を 通 る 食 物 の 通 路 を 制 限 し て 飽 満 感 を 与
え る 、 移 植 可 能 な 装 置 が 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 上 記 の Ｒ Ｙ Ｇ Ｂ 術 は 、 ル ー ワ イ （ Roux-en-Y） ル ー プ を 用 い て 、 空 腸 を 高 い 位 置 に 移 動
す る 処 置 、 を 含 む 。 こ の 場 合 に 、 胃 は 、 自 動 ス テ ー プ リ ン グ 装 置 を 用 い て 、 二 つ の 同 等 で
な い 部 分 （ 比 較 的 に 小 さ な 上 方 の 部 分 お よ び 比 較 的 に 大 き な 下 方 の 胃 嚢 ） に 完 全 に 分 割 さ
れ る 。 こ の 上 方 の 嚢 は 、 一 般 的 に 、 約 ２ ０ ｃ ｃ （ ま た は １ オ ン ス ） よ り も 小 さ い 寸 法 が あ
る が 、 比 較 的 に 大 き な 下 方 の 嚢 は 、 概 し て 完 全 な 状 態 を 維 持 し て い て 、 腸 管 を 通 っ て 流 れ
る 胃 液 を 分 泌 し 続 け る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 次 に 、 小 腸 の 一 部 分 が 下 腹 部 か ら 移 さ れ て 、 上 記 の 上 方 の 嚢 に 接 合 さ れ る こ と に よ り 、
小 孔 と も 呼 ば れ て い る 、 １ ． ２ ７ ｃ ｍ （ 半 イ ン チ ） の 開 口 部 を 通 し て 作 ら れ る 吻 合 部 を 形
成 す る 。 こ の 小 腸 の 部 分 は 「 ル ー ・ ル ー プ （ Roux loop） 」 と 呼 ば れ て お り 、 食 物 を 上 記
の 上 方 の 嚢 か ら 腸 管 の 残 り の 部 分 に 運 び 、 こ こ で 、 そ の 食 物 が 消 化 さ れ る 。 一 方 、 残 り の
下 方 の 嚢 、 お よ び そ の 付 属 の 十 二 指 腸 の 部 分 は 、 さ ら に 、 一 般 的 に ス テ ー プ リ ン グ 器 具 を
用 い て 、 小 孔 か ら お よ そ ５ ０ ～ １ ５ ０ ｃ ｍ の 位 置 に お い て 、 ル ー ・ ル ー プ （ Roux loop）
に 対 し て 、 別 の 吻 合 接 合 部 を 形 成 す る よ う に 、 再 接 合 さ れ る 。 そ し て 、 こ の 接 合 部 に お い
て 、 そ の バ イ パ ス の 胃 、 膵 臓 、 お よ び 肝 臓 か ら の 消 化 液 が 、 食 物 の 消 化 を 助 け る た め に 、
空 腸 お よ び 回 腸 の 中 に 入 る 。 こ の 場 合 に 、 上 方 の 嚢 の 小 さ な 寸 法 に よ り 、 患 者 は 比 較 的 に
遅 い 速 度 で 食 べ ざ る を 得 ず 、 は る か に 速 く 飽 満 感 を 感 じ る 。 こ の こ と に よ り 、 カ ロ リ ー 摂
取 量 を 減 少 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 従 来 の Ｒ Ｙ Ｇ Ｂ 術 は 相 当 量 の 手 術 時 間 を 必 要 と す る 。 ま た 、 そ の 侵 襲 性 の 程 度 に よ り 、
術 後 の 回 復 時 間 は 極 め て 長 く な り 、 痛 み を 伴 う 可 能 性 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 Ｒ Ｙ Ｇ Ｂ 術 に 関 連 す る 高 い 侵 襲 性 を 考 慮 し て 、 別 の 侵 襲 性 の 低 い 処 置 が 開 発 さ れ て い る
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。 例 え ば 、 腹 腔 鏡 お よ び 胃 の 大 き さ を 減 少 さ せ る そ の 他 の 処 置 が 開 発 さ れ て い る 。 こ れ ら
の 胃 縮 小 術 は 、 約 １ ５ ｍ Ｌ ～ 約 ２ ０ ０ ｍ Ｌ の 程 度 の 容 積 を 有 す る 貯 蔵 部 分 ま で 、 胃 の 大 き
さ を 減 少 さ せ る こ と に よ り 、 患 者 の 食 物 摂 取 を 制 限 す る よ う に 、 こ れ ま で 行 な わ れ て い る
。 こ の よ う な 胃 縮 小 術 の 最 も 一 般 的 な 形 態 は 、 適 当 な 嚢 を 作 る た め の 、 胃 に 沿 っ た 垂 直 ス
テ ー プ ル の 供 給 、 を 含 む 。 こ の 処 置 は 一 般 に 腹 腔 鏡 を 用 い て 行 な わ れ 、 し た が っ て 、 相 当
な 、 術 前 、 術 中 、 お よ び 術 後 、 の 方 策 、 を 必 要 と す る 。 あ る い は 、 垂 直 ス リ ー ブ 胃 切 除 は
、 胃 の 排 除 部 分 の 完 全 な 除 去 を 含 む 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 の こ と を 考 慮 す る と 、 時 間 的 に 効 率 よ く 、 患 者 に 優 し い 様 式 で 、 胃 縮 小 術 を 行 な う
こ と を 可 能 に す る 処 置 が 要 求 さ れ て い る 。 本 発 明 は 、 こ の よ う な 方 法 お よ び 関 連 の 装 置 、
を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
〔 発 明 の 概 要 〕
　 そ れ ゆ え 、 本 発 明 の 目 的 は 、 胃 を 通 る 経 口 路 の 形 成 を 容 易 に す る 胃 縮 小 装 置 、 を 提 供 す
る こ と で あ る 。 こ の 装 置 は 、 近 位 側 端 部 お よ び 遠 位 側 端 部 を 含 む 細 長 い 本 体 部 分 を 含 ん で
い る 。 こ の 細 長 い 本 体 部 分 は 、 針 が 通 過 す る よ う に 、 配 向 さ れ て い る 少 な く と も １ つ の 組
織 係 合 面 を 伴 っ て 配 備 さ れ て い る 間 に 、 概 ね 正 弦 曲 線 の 形 状 に な る 。 上 記 の 細 長 い 本 体 部
分 は 、 ま た 、 上 記 の 少 な く と も １ つ の 組 織 係 合 面 の 近 く に そ れ ぞ れ 形 成 さ れ て い る 少 な く
と も １ つ の 針 通 路 、 も 含 ん で い る 。 こ の 少 な く と も １ つ の 針 通 路 は 、 針 が 、 上 記 の 細 長 い
本 体 部 分 の 少 な く と も １ つ の 組 織 係 合 面 に 接 触 し て い る 胃 の 組 織 、 を 完 全 に 通 過 す る よ う
に 、 そ の 少 な く と も １ つ の 組 織 係 合 面 に よ り 定 め ら れ て い る 正 弦 曲 線 状 の 波 形 の 中 心 、 を
概 ね 通 過 す る 。 こ の 細 長 い 本 体 部 分 は 縫 合 糸 通 路 を さ ら に 含 ん で い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 胃 縮 小 術 を 行 な う た め の 方 法 を 提 供 す る こ と も 、 本 発 明 の 目 的 で あ る 。 こ の 方 法 は 、 胃
の 中 に 上 記 の よ う な 胃 縮 小 装 置 を 位 置 決 め す る 処 理 と 、 そ の 胃 縮 小 装 置 の 少 な く と も １ つ
の 組 織 係 合 面 に 沿 っ て 、 胃 壁 の 組 織 を 保 持 す る 真 空 を 形 成 す る 処 理 と 、 上 記 の 組 織 係 合 面
の 近 く に 配 置 さ れ て い る 針 通 路 の 中 を 、 上 記 の 胃 縮 小 装 置 の 軸 に 沿 っ て 、 少 な く と も １ 本
の 針 を 通 す 処 理 と 、 針 を 後 退 さ せ て 巾 着 縫 合 糸 を 残 す 処 理 と 、 上 記 の 胃 縮 小 装 置 か ら 予 備
織 り 縫 合 糸 （ pre-woven suture） を は ず し て 、 こ の 予 備 織 り 縫 合 糸 を 引 っ 張 る こ と に よ り
、 こ の 予 備 織 り 縫 合 糸 に よ り 胃 壁 を 一 緒 に 引 き 合 わ せ る 処 理 と 、 に よ り 、 達 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 他 の 目 的 お よ び 利 点 は 、 本 発 明 の 特 定 の 実 施 形 態 を 記 載 し て い る 、 添 付 図 面 と
共 に 考 慮 し た 場 合 に 、 以 下 の 詳 細 な 説 明 に よ り 、 明 ら か に な る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
〔 好 ま し い 実 施 形 態 の 説 明 〕
　 本 発 明 の 詳 細 な 実 施 形 態 が こ こ に 開 示 さ れ て い る 。 し か し な が ら 、 こ れ ら の 開 示 さ れ て
い る 実 施 形 態 が 本 発 明 の 単 な る 例 示 で あ っ て 、 こ れ ら は 種 々 の 形 態 で 実 施 可 能 で あ る と い
う こ と 、 を 理 解 す る べ き で あ る 。 そ れ ゆ え 、 こ こ に 開 示 さ れ て い る 詳 細 は 、 限 定 と し て 解
釈 す る べ き で は な く 、 単 に 、 特 許 請 求 の 範 囲 に お け る 各 請 求 項 の た め の 基 礎 と し て 、 さ ら
に 、 本 発 明 を 作 成 し て 使 用 す る た め の 方 法 を 、 当 業 者 に 教 示 す る た め の 基 礎 と し て 、 解 釈
さ れ る べ き で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 １ 、 ２ 、 ３ 、 ４ 、 ５ 、 ６ ａ お よ び ６ ｂ に お い て 、 装 置 １ ０ の 第 １ の 実 施 形 態 お よ び 胃
縮 小 術 の た め の 方 法 が 開 示 さ れ て い る 。 本 発 明 に よ り 、 胃 １ ８ を 通 る 経 口 路 の 形 成 を 可 能
に す る 、 胃 壁 １ ６ へ の 、 巾 着 縫 合 糸 １ ２ ａ 、 １ ２ ｂ お よ び さ し 縫 い 縫 合 糸 １ ４ の 、 縫 合 糸
の 取 り 付 け を 容 易 に す る 、 胃 縮 小 装 置 １ ０ が 提 供 さ れ て い る 。 な お 、 本 発 明 の 装 置 は 胃 縮
小 術 を 行 な う こ と に お い て 使 用 す る た め に 、 こ こ に 、 記 載 さ れ て い る が 、 当 業 者 は 、 組 織
が 、 永 久 的 に ま た は 一 時 的 に 、 引 き 合 わ さ れ る 種 々 の 軟 質 組 織 並 置 処 置 に お い て 、 こ の 装
置 お よ び そ の 基 礎 を な す 概 念 が 適 用 可 能 で あ る こ と 、 を 理 解 す る で あ ろ う 。
【 ０ ０ １ ４ 】
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　 要 す る に 、 前 後 の 胃 壁 ２ ０ 、 ２ ２ は 、 線 形 の 様 式 で 、 経 口 方 式 に よ り 、 接 合 さ れ る 。 こ
れ ら の 壁 部 ２ ０ 、 ２ ２ は 、 ヒ ス （ Hiss） の 角 度 に 実 質 的 に 近 い 角 度 で 始 ま り 、 お よ そ １ ０
～ １ ２ ｃ ｍ の 長 さ で 終 わ っ て い る 、 小 湾 曲 部 に 対 し て 平 行 に 、 お よ そ ３ ～ ５ ｃ ｍ で 縫 合 さ
れ て い る 。 本 発 明 の 方 法 は 、 比 較 的 に 精 緻 な 外 科 技 法 を 実 施 す る 必 要 を 伴 わ な い 、 減 量 の
た め の 、 有 効 な メ カ ニ ズ ム で あ る こ と を 立 証 し て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 胃 縮 小 装 置 １ ０ は 、 従 来 の 内 視 鏡 の 柔 軟 な 胃 鏡 ２ ６ の 遠 位 側 端 部 ２ ４ に 対 す る 選 択 的 な
取 り 付 け の た め の 、 形 状 お よ び 大 き さ 、 に 作 ら れ て い る 。 こ の 胃 縮 小 装 置 １ ０ は 、 胃 １ ８
の 中 に お い て 、 所 望 の 配 向 で 、 胃 縮 小 装 置 １ ０ を 位 置 決 め す る よ う に 、 従 来 の 内 視 鏡 の 操
作 技 法 を 用 い て 、 胃 １ ８ の 中 に お い て 操 作 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 胃 縮 小 装 置 １ ０ は 、 近 位 側 端 部 ２ ８ と 、 遠 位 側 端 部 ３ ０ と 、 を 含 ん で い る 。 こ の 近 位 側
端 部 ２ ８ は 胃 鏡 ２ ６ の 遠 位 側 端 部 ２ ４ に 対 す る 固 定 の 取 り 付 け の た め の 、 形 状 お よ び 大 き
さ 、 に 作 ら れ て い る が 、 胃 縮 小 装 置 １ ０ の 遠 位 側 端 部 ３ ０ は 胃 １ ８ の 中 に お け る 位 置 決 め
の た め に 遊 離 し て い る 。 な お 、 こ の 好 ま し い 実 施 形 態 は 胃 鏡 の 遠 位 側 端 部 に 固 定 さ れ て い
る 装 置 を 用 い て い る が 、 当 業 者 は 、 こ の 装 置 が そ の 固 有 の 軸 を 伴 っ て 形 成 可 能 で あ る こ と
、 を 確 か に 認 め る で あ ろ う 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 胃 縮 小 装 置 １ ０ は 細 長 い 本 体 部 分 ３ ２ を 含 む 。 こ の 本 体 部 分 ３ ２ は 概 ね 正 弦 曲 線 の 形 に
作 ら れ て お り 、 こ の 正 弦 曲 線 の 本 体 部 分 ３ ２ の 上 部 お よ び 下 部 に 沿 っ て 配 置 さ れ て い る 、
対 向 し た 前 後 の 組 織 係 合 面 ３ ４ 、 ３ ６ 、 を 伴 っ て い る 。 以 下 に お い て 詳 細 に 説 明 さ れ て い
る よ う に 、 組 織 係 合 面 ３ ４ 、 ３ ６ は 、 針 ３ ８ 、 ４ ０ が 、 単 一 の 通 路 に お い て 、 全 体 の 前 後
の 壁 部 ２ ０ 、 ２ ２ の い ず れ か 、 を だ い た い 通 過 で き る よ う に 、 配 向 さ れ て い る 。 ま た 、 正
弦 曲 線 状 の 本 体 部 分 の 大 き さ に つ い て は 、 そ の 波 の 大 き さ は 、 そ れ ぞ れ の 患 者 に 対 す る 最
適 の 用 途 に 対 応 し て 変 わ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 上 記 の 正 弦 曲 線 状 の 波 形 の 大 き さ は 、 以 下 に お い て 詳 細 に 論 じ ら れ て い る 様 式 で 、 巾 着
縫 合 糸 １ ２ ａ 、 １ ２ ｂ の 配 置 の 目 的 の た め に 、 針 ３ ８ 、 ４ ０ が 前 後 の 壁 部 ２ ０ 、 ２ ２ の い
ず れ か を そ れ ぞ れ 通 過 で き る よ う に 重 な り 合 っ た 形 態 に 、 胃 １ ８ の 対 向 し て い る 前 後 の 壁
部 ２ ０ 、 ２ ２ を 引 き 込 む た め に 、 十 分 で あ る 。 な お 、 特 定 の 正 弦 曲 線 状 の 波 形 が 、 本 発 明
の 好 ま し い 実 施 形 態 に 従 っ て 開 示 さ れ て い る が 、 当 業 者 は 、 こ の 正 弦 曲 線 状 の 波 形 の 大 き
さ お よ び そ の 波 形 の 正 確 な 形 状 が 、 本 発 明 の 趣 旨 か ら 逸 脱 す る こ と な く 、 変 更 可 能 で あ る
と い う こ と 、 を 確 か に 理 解 す る で あ ろ う 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 第 １ の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 二 重 の 巾 着 縫 合 糸 の 取 付 け 様 式 が 採 用 さ れ て い る 。 し た が っ
て 、 胃 縮 小 装 置 １ ０ は 、 第 １ の 針 ３ ８ が 、 第 １ の 巾 着 縫 合 糸 １ ２ ａ の 配 置 の た め に 、 前 方
の 胃 壁 ２ ０ を 通 過 し た 後 に 、 第 ２ の 針 ４ ０ が 、 第 ２ の 縫 合 糸 １ ２ ｂ の 配 置 の た め に 、 後 方
の 胃 壁 ２ ２ を 通 過 す る よ う に 、 重 な り 合 っ た 形 態 で 、 そ れ ぞ れ の 前 後 の 壁 部 ２ ０ ， ２ ２ を
配 置 す る た め に 十 分 な 正 弦 曲 線 の 形 状 、 を 与 え る だ け で よ い 。 な お 、 上 記 ２ 本 の 針 の 使 用
は 、 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 に 従 っ て 、 考 慮 さ れ て い る が 、 当 業 者 は 、 第 １ お よ び 第 ２
の 巾 着 縫 合 糸 の 両 方 の 配 置 に お い て 、 単 一 の 針 を 使 用 す る こ と も 可 能 で あ る こ と 、 を 理 解
す る で あ ろ う 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 胃 縮 小 装 置 １ ０ は 、 吸 引 口 ４ ２ を 有 す る 細 長 い 本 体 部 分 ３ ２ に よ り 、 構 成 さ れ て い る 。
こ の 装 置 １ ０ は 、 そ れ ぞ れ の 前 後 の 組 織 係 合 面 ３ ４ 、 ３ ６ に 沿 っ て 、 一 連 の 吸 引 穴 ４ ４ 、
を さ ら に 有 し て い る 。 こ れ ら の 吸 引 穴 ４ ４ は 吸 引 口 ４ ２ に 対 し て 流 体 を 介 し て 連 通 し て お
り 、 胃 縮 小 装 置 １ ０ の 中 に お け る 真 空 の 供 給 時 に 、 そ れ ら の 穴 の 中 に 組 織 を 引 き 込 む た め
の 、 形 状 お よ び 大 き さ 、 に 作 ら れ て い る 。 ま た 、 本 体 部 分 ３ ２ の 対 向 面 に お け る 吸 引 穴 ４
４ は 、 以 下 に お い て さ ら に 詳 細 に 論 じ ら れ て い る 様 式 で 、 針 ３ ８ 、 ４ ０ の 挿 入 と 縫 合 糸 １
２ ａ 、 １ ２ ｂ の 配 置 の た め に 、 前 方 の 胃 壁 ２ ０ お よ び 後 方 の 胃 壁 ２ ２ を 同 時 に ま た は 連 続
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的 に 引 き 込 ん で 、 前 後 の 組 織 係 合 面 ３ ４ 、 ３ ６ に 対 し て 密 接 に 接 触 し た 状 態 に す る よ う に
、 配 向 さ れ て い る 。 な お 、 装 置 の 対 向 面 に お い て 吸 引 を 供 給 す る 装 置 が 本 発 明 の 好 ま し い
実 施 形 態 に 従 っ て 開 示 さ れ て い る が 、 当 業 者 は 、 多 数 の 工 程 の 手 順 で 、 巾 着 縫 合 糸 を 供 給
す る こ と が 望 ま し い 場 合 に 、 単 一 の 吸 引 面 を 伴 っ て 構 成 す る こ と も 可 能 で あ る と い う こ と
、 を 理 解 す る で あ ろ う 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 胃 縮 小 装 置 １ ０ は 、 前 後 の 組 織 係 合 面 ３ ４ 、 ３ ６ に そ れ ぞ れ 隣 接 し て い る 第 １ お
よ び 第 ２ の 針 通 路 ４ ６ 、 ４ ８ 、 も 有 し て い る 。 さ ら に 具 体 的 に 言 え ば 、 こ れ ら の そ れ ぞ れ
の 第 １ お よ び 第 ２ の 針 通 路 ４ ６ 、 ４ ８ は 、 こ れ ら の 針 ３ ８ 、 ４ ０ が 、 以 下 に お い て さ ら に
詳 細 に 説 明 さ れ て い る 様 式 で 、 胃 壁 １ ６ の 組 織 を 完 全 に 通 過 す る よ う に 、 前 後 の 組 織 係 合
面 ３ ４ 、 ３ ６ に よ り 定 め ら れ て い る 正 弦 曲 線 状 の 波 形 の 中 心 を 概 ね 通 過 す る 。 胃 縮 小 装 置
１ ０ は 、 第 １ お よ び 第 ２ の 針 通 路 ４ ６ 、 ４ ８ に 対 し て そ れ ぞ れ 整 合 さ れ て い て 付 随 し て い
る 縫 合 糸 通 路 ５ ０ 、 を さ ら に 有 し て い る 。 こ れ ら の 縫 合 糸 通 路 ５ ０ は 、 本 発 明 の 装 置 １ ０
の 使 用 中 に 、 こ れ ら を 通 し て 巾 着 縫 合 糸 １ ２ ａ 、 １ ２ ｂ の 通 過 を 可 能 に す る よ う な 、 形 状
お よ び 大 き さ に 、 作 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 実 際 に は 、 第 １ の 実 施 形 態 に 従 っ て 、 胃 縮 小 装 置 １ ０ は 、 前 後 の 胃 壁 ２ ０ 、 ２ ２ を 吸 引
穴 ４ ４ の 中 に 引 き 込 ん で 、 前 後 の 組 織 係 合 面 ３ ４ 、 ３ ６ に 対 し て 密 接 に 接 触 し た 状 態 に す
る よ う に 、 吸 引 口 ４ ２ を 介 し て 、 吸 引 を 利 用 し て い る 。 こ の 結 果 、 組 織 は 波 打 っ た 形 態 に
保 持 さ れ 、 こ の 場 合 に 、 そ の 波 う ち は 、 組 織 の 厚 さ 方 向 よ り も 、 深 さ 方 向 に お い て 大 き い
。 こ の よ う に し て 、 第 １ お よ び 第 ２ の 長 い 針 ３ ８ 、 ４ ０ は 、 そ れ ぞ れ 、 前 後 の 胃 壁 ２ ０ 、
２ ２ を 完 全 に 通 過 す る 様 式 で 、 第 １ お よ び 第 ２ の 針 通 路 ４ ６ 、 ４ ８ と 、 波 打 っ た 組 織 と 、
を 通 過 す る 。 な お 、 本 発 明 の 処 置 の 間 に 、 組 織 を 保 持 す る 手 段 を 加 え る た め に 、 装 置 の 軸
に 対 し て 、 一 定 の 角 度 で 進 行 す る よ う に 、 一 組 の 一 時 的 な と げ （ barbs） を 利 用 す る こ と
も 可 能 で あ る こ と が 考 慮 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 胃 縮 小 装 置 １ ０ が 胃 １ ８ の 中 に 位 置 決 め さ れ て 、 こ の 胃 縮 小 装 置 １ ０ の 波 打 っ た 前 後 の
組 織 係 合 面 ３ ４ 、 ３ ６ の 中 に お い て 、 胃 壁 ２ ０ 、 ２ ２ の 組 織 を 保 持 す る た め に 、 減 圧 さ れ
る と 、 対 向 し て い る 吸 引 穴 ４ ４ お よ び 前 後 の 組 織 係 合 面 ３ ４ 、 ３ ６ に 隣 接 し て 配 置 さ れ て
い る 針 通 路 ４ ６ 、 ４ ８ を 通 し て 、 装 置 １ ０ の 軸 に 沿 っ て 、 第 １ お よ び 第 ２ の 長 い 針 ３ ８ 、
４ ０ が そ れ ぞ れ 通 過 す る 。 図 ６ ａ お よ び 図 ６ ｂ を 参 照 す る と 、 針 ３ ８ 、 ４ ０ の そ れ ぞ れ の
ヘ ッ ド 部 分 に お い て 、 縫 合 糸 １ ２ ａ 、 １ ２ ｂ は 、 そ れ ぞ れ の 遠 位 側 端 部 に お い て 、 固 定 部
材 ５ １ を 用 い て 、 そ の 位 置 が 固 定 さ れ て い る 。 な お 、 当 業 者 は 、 固 定 部 材 ５ １ が 針 ３ ８ 、
４ ０ の 引 き 抜 き 時 に 組 織 を 捕 ら え て 、 こ の 固 定 部 材 ５ １ が 、 所 望 の 位 置 に お い て 縫 合 糸 を
固 定 す る た め に 、 遠 位 側 の 凹 部 ５ ３ か ら 放 出 さ れ る 所 望 の 場 所 に 針 ３ ８ 、 ４ ０ の 遠 位 側 端
部 が 到 達 す る ま で 、 そ の 固 定 部 材 ５ １ が 針 ３ ８ 、 ４ ０ の 中 に 形 成 さ れ て い る 遠 位 側 の 凹 部
５ ３ の 中 に 保 持 さ れ る こ と 、 を 理 解 す る で あ ろ う 。 ま た 、 当 業 者 は 、 図 ６ ａ お よ び 図 ６ ｂ
が 第 １ の 針 ３ ８ だ け を 示 し て い る が 、 こ の 描 写 は 第 ２ の 針 ４ ０ に も 同 等 に 適 用 で き る こ と
、 を 理 解 す る で あ ろ う 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 針 ３ ８ 、 ４ ０ の そ れ ぞ れ が 胃 縮 小 装 置 １ ０ の 針 通 路 ４ ６ 、 ４ ８ を 通 過 す る と 、 こ れ ら の
直 線 状 の 針 ３ ８ 、 ４ ０ は 胃 壁 １ ６ の 中 の 波 打 ち 部 分 を 穴 あ け し て 、 粘 膜 、 筋 板 （ muscular
 layer） 、 お よ び 漿 膜 、 を か わ る が わ る 通 過 し て か ら 、 逆 方 向 に 胃 壁 １ ６ を 通 過 し て 戻 り
、 全 て の 厚 さ に わ た り 侵 入 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 前 後 の 胃 壁 ２ ０ 、 ２ ２ の 吸 引 に よ る し っ か り し た 保 持 は 、 そ れ ぞ れ の 針 ３ ８ 、 ４ ０ が 隣
接 の 各 器 官 に 触 れ な い こ と 、 を 確 実 に す る 。 こ の よ う に し て 、 縫 合 糸 １ ２ ａ 、 １ ２ ｂ が 組
織 を 完 全 に 通 過 す る と 、 固 定 部 材 ５ １ は そ れ ぞ れ の 針 ３ ８ 、 ４ ０ の 遠 位 側 の 凹 部 ５ ３ の 中
か ら 放 出 さ れ て 、 こ れ ら の 針 ３ ８ 、 ４ ０ は 後 退 す る 。 針 ３ ８ 、 ４ ０ が 除 去 さ れ る こ と に よ
り 、 図 ２ 、 図 ６ ａ お よ び 図 ６ ｂ に お い て 示 さ れ て い る よ う に 、 固 定 部 材 ５ １ お よ び 巾 着 縫
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合 糸 １ ２ ａ 、 １ ２ ｂ は 残 さ れ る 。 こ の 結 果 と し て 、 巾 着 縫 合 糸 １ ２ ａ 、 １ ２ ｂ は 、 上 述 の
様 式 で 、 胃 の 前 後 の 壁 部 ２ ０ 、 ２ ２ の 両 方 の 中 に 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 巾 着 縫 合 糸 １ ２ ａ 、 １ ２ ｂ が 胃 １ ８ の 前 後 の 壁 部 ２ ０ 、 ２ ２ の 両 方 の 中 に 適 当 に 位 置 決
め さ れ る と 、 胃 縮 小 装 置 １ ０ に 前 も っ て 組 み 合 わ さ れ て い た 予 備 織 り の さ し 縫 い 縫 合 糸 １
４ が 胃 縮 小 装 置 １ ０ か ら 放 出 さ れ る 。 こ の さ し 縫 い 縫 合 糸 １ ４ を 引 く こ と に よ っ て 、 前 後
の 胃 壁 ２ ０ 、 ２ ２ を 、 胃 を 通 る 経 口 の 腔 を 形 成 す る 様 式 で 、 引 き 合 わ せ る よ う に 、 こ の 予
備 織 り の さ し 縫 い 縫 合 糸 １ ４ は 、 巾 着 縫 合 糸 １ ２ ａ 、 １ ２ ｂ に 固 定 さ れ て い る （ 図 ２ を 参
照 さ れ た い ） 。 図 ３ に お い て 示 さ れ て い る よ う に 、 さ し 縫 い 縫 合 糸 １ ４ は 、 こ の 縫 合 糸 １
４ が 前 後 の 組 織 係 合 面 ３ ４ 、 ３ ６ の 両 方 に 沿 っ て 、 考 慮 さ れ て い る 巾 着 縫 合 糸 線 の 上 方 お
よ び 下 方 に か わ る が わ る 移 動 す る よ う に 、 上 記 装 置 の 周 囲 に 織 り 込 ま れ る 。 な お 、 さ し 縫
い 縫 合 糸 の 使 用 は 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 に 従 っ て 開 示 さ れ て い る が 、 当 業 者 は 、 本 発
明 の 趣 旨 か ら 逸 脱 す る こ と な く 、 他 の 縫 合 パ タ ン も 使 用 可 能 で あ る こ と を 、 確 か に 理 解 す
る で あ ろ う 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ７ 、 図 ８ お よ び 図 ９ を 参 照 し て 、 代 替 の 実 施 形 態 が 開 示 さ れ て お り 、 こ の 場 合 に は 、
胃 の 前 後 の 壁 部 １ ２ ０ 、 １ ２ ２ を 通 る 巾 着 縫 合 糸 １ １ ２ の 供 給 の た め に 、 単 一 の 針 通 路 だ
け が 必 要 で あ る 。 特 に 、 胃 縮 小 装 置 １ １ ０ の 本 体 部 分 １ ３ ２ は 、 胃 の 前 後 の 壁 部 １ ２ ０ 、
１ ２ ２ が 、 重 な り あ っ た 様 式 で 、 胃 縮 小 装 置 １ １ ０ の 上 に 、 同 時 に 引 き 込 ま れ る よ う に 、
極 め て 極 端 な 、 正 弦 曲 線 状 の 波 打 ち 部 分 、 を 含 ん で い る 。 な お 、 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形
態 に 従 っ て 、 特 定 の 正 弦 曲 線 状 の 波 形 が 示 さ れ て い る が 、 当 業 者 は 、 こ の 正 弦 曲 線 状 の 波
形 の 大 き さ お よ び こ の 波 形 の 正 確 な 形 状 が 、 本 発 明 の 趣 旨 か ら 逸 脱 せ ず に 、 変 更 可 能 で あ
る こ と 、 を 確 か に 理 解 す る で あ ろ う 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 そ の 後 、 直 線 状 の 針 １ ３ ８ は 、 こ の 針 １ ３ ８ が 、 交 互 に 次 々 に 前 後 の 壁 部 １ ２ ０ 、 １ ２
２ を 突 き 刺 す よ う に 、 胃 縮 小 装 置 １ １ ０ の 針 通 路 １ ４ ６ の 中 に 押 し 通 さ れ る 。 こ う し て 、
装 置 １ １ ０ が 抜 き 出 さ れ る と 、 巾 着 縫 合 糸 １ １ ２ は 残 り 、 胃 １ １ ８ の 前 後 の 壁 部 １ ２ ０ 、
１ ２ ２ の 両 方 に 固 定 さ れ る 。 こ の 場 合 に 、 巾 着 縫 合 糸 １ １ ２ が 堅 く 締 め ら れ る と 、 単 一 の
縫 合 糸 が 胃 １ １ ８ の 前 後 の 壁 部 １ ２ ０ 、 １ ２ ２ を 接 合 す る よ う に 、 予 備 織 り の さ し 縫 い 縫
合 糸 １ １ ４ は 、 胃 縮 小 装 置 １ １ ０ の 上 に 、 同 様 に 保 持 さ れ て い て 、 予 め 織 り 込 ま れ て い る
。 さ ら に 、 縫 合 糸 １ １ ２ の 近 位 側 端 部 に お け る 縫 合 ク リ ッ プ １ ５ ２ は 、 縫 合 糸 １ １ ２ を そ
の 堅 く 締 め ら れ た 位 置 に 保 持 し て 、 前 後 の 壁 部 １ ２ ０ 、 １ ２ ２ を 接 合 さ れ た 関 係 に 維 持 し
、 経 口 の 腔 を 形 成 す る こ と に お い て 十 分 に 作 用 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 さ ら に 別 の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 ま た 、 図 １ ０ を 参 照 し て 、 前 後 の 壁 部 へ の 巾 着 縫 合 糸 の
供 給 に 対 向 す る よ う な 場 所 に 、 既 に 開 示 さ れ て い る 装 置 １ ０ の 波 打 ち 部 分 を 通 過 す る 針 ２
３ ８ 、 ２ ４ ０ の 場 所 を 留 め る こ と が 可 能 で あ る こ と 、 が 考 慮 さ れ て い る 。 こ の 実 施 形 態 に
よ れ ば 、 針 ２ ３ ８ 、 ２ ４ ０ の 各 端 部 は 、 両 方 の 端 部 に お い て 、 無 傷 害 性 ボ ー ル ２ ５ ４ ａ 、
２ ５ ４ ｂ 、 ２ ５ ６ ａ 、 ２ ５ ６ ｂ を 取 り 付 け ら れ た 末 端 部 分 を 有 し て い る 。 次 に 、 さ し 縫 い
ス テ ッ チ 縫 合 糸 ２ １ ４ が 装 置 １ ０ に 分 離 可 能 に 連 結 さ れ る 。 既 に 説 明 さ れ て い る 実 施 形 態
と 同 様 に 、 針 ２ ３ ８ 、 ２ ４ ０ は 、 装 置 １ ０ を 下 方 に 通 過 す る 際 に 、 組 織 を 通 過 し な が ら 、
予 備 織 り 縫 合 糸 ２ １ ４ の 内 側 お よ び 外 側 を 通 る 。 こ の よ う に し て 、 予 備 織 り 縫 合 糸 ２ １ ４
は 、 装 置 １ ０ の 両 側 に お い て 、 直 線 状 の 針 ２ ３ ８ 、 ２ ４ ０ に 係 合 す る 。 胃 縮 小 装 置 １ ０ を
体 か ら 抜 き 出 す と 、 予 備 織 り の さ し 縫 い 縫 合 糸 ２ １ ４ は ２ 個 の 針 ２ ３ ８ 、 ２ ４ ０ を 接 合 す
る た め に 役 立 つ 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 本 発 明 に 従 っ て 用 い ら れ て い る 実 施 形 態 に か か わ ら ず 、 種 々 の 利 点 が 与 え ら れ て い る 。
特 に 、 本 発 明 は 、 装 置 の 交 換 を 全 く 伴 わ な い 、 シ ン グ ル ・ シ ョ ッ ト 装 置 、 を 提 供 し て い る
。 加 え て 、 本 発 明 に よ り 作 ら れ る 胃 嚢 は 、 再 現 性 の た め に 、 高 度 に 標 準 化 さ れ て い る 。 こ
の 装 置 の 中 に 胃 を 引 き 込 む 吸 引 は 、 そ の 胃 の 周 囲 の 器 官 を 危 険 に さ ら す こ と な く 、 巾 着 縫
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合 を 確 立 し て 、 こ の 縫 合 を 比 較 的 に 速 い 処 置 に お い て 達 成 す る 。 さ ら に 、 本 発 明 の 処 置 は
局 所 麻 酔 、 す な わ ち 、 体 に 対 す る 最 小 限 の 変 化 、 だ け を 必 要 と し 、 こ の 変 化 は 可 逆 的 で 修
正 可 能 で あ り 、 複 数 の 段 階 で 行 な う こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 上 記 の 処 置 の 検 査 は 、 胃 壁 を 適 当 な 配 向 に 折 り 曲 げ る こ と を 確 実 に す る た め に 上 記 の 装
置 に 接 続 し て い る 、 遠 位 側 に 取 り 付 け ら れ た カ メ ラ （ Ｃ Ｃ Ｄ ま た は Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ ） を 利 用 し て
、 用 い る こ と が で き る 。 こ の カ メ ラ は 、 装 置 に 対 し て 後 方 を 可 視 化 す る た め に 、 関 節 状 に
動 く か 反 転 す る ア ー ム に 取 り 付 け て も よ い 。 あ る い は 、 胃 の 前 方 お よ び 後 方 の 両 方 の 視 野
を 示 す た め に 、 ２ 個 カ メ ラ 式 の ユ ニ ッ ト を 用 い る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 加 え て 、 種 々 の 結 紮 技 法 を 、 本 発 明 に 従 っ て 用 い て も よ い 。 例 え ば 、 組 織 を 堅 く 締 め る
こ と は 、 体 外 で 結 ば れ た 、 摺 動 性 の 結 び 目 （ sliding knot） を 、 口 お よ び 食 道 に 落 と し 込
む こ と に よ り 、 達 成 で き る 。 ま た 、 固 定 を 改 善 す る た め に 、 補 強 材 料 を 使 用 す る こ と も 可
能 で あ り 、 例 え ば 、 メ ッ シ ュ お よ び バ ッ ト レ ス （ buttressing） を 、 本 発 明 の 趣 旨 の 範 囲
内 で 、 用 い る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 以 上 に お い て 、 好 ま し い 実 施 形 態 が 図 示 お よ び 説 明 さ れ て い る が 、 本 発 明 を 、 こ の よ う
な 開 示 に よ り 、 限 定 す る 意 図 は な く 、 む し ろ 、 本 発 明 の 趣 旨 お よ び 範 囲 の 中 に 該 当 す る 、
全 て の 変 更 例 お よ び 変 形 例 に 及 ぶ よ う に 意 図 さ れ て い る と 理 解 さ れ た い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
〔 実 施 の 態 様 〕
（ １ ） 胃 を 通 る 経 口 の 線 形 の 通 路 の 形 成 を 容 易 に す る 胃 縮 小 装 置 に お い て 、
　 近 位 側 端 部 お よ び 遠 位 側 端 部 を 有 す る 細 長 い 本 体 部 分 で あ っ て 、 前 記 細 長 い 本 体 部 分 は
、 針 が 通 過 す る よ う に 配 向 さ れ て い る 少 な く と も １ つ の 組 織 係 合 面 を 伴 う 、 概 ね 正 弦 曲 線
の 形 状 (sinusoidal shaped)で あ る 、 細 長 い 本 体 部 分 、 を 備 え て お り 、
　 前 記 細 長 い 本 体 部 分 は 、 前 記 少 な く と も １ つ の 組 織 係 合 面 の 近 く に そ れ ぞ れ 形 成 さ れ て
い る 少 な く と も １ つ の 針 通 路 も 含 ん で お り 、 前 記 少 な く と も １ つ の 針 通 路 は 、 針 が 、 前 記
細 長 い 本 体 部 分 の 前 記 組 織 係 合 面 に 接 触 し て い る 胃 の 組 織 を 完 全 に 通 過 す る よ う に 、 前 記
少 な く と も １ つ の 組 織 係 合 面 に よ り 定 め ら れ て い る 正 弦 曲 線 状 の 波 形 (sinusoidal wavefo
rms)の 中 心 、 を 概 ね 通 過 し て お り 、
　 前 記 細 長 い 本 体 部 分 は 縫 合 糸 通 路 を さ ら に 含 ん で い る 、
　 胃 縮 小 装 置 。
（ ２ ） 実 施 態 様 １ に 記 載 の 胃 縮 小 装 置 に お い て 、
　 前 記 細 長 い 本 体 部 分 は 、 内 視 鏡 の 柔 軟 な 胃 鏡 の 遠 位 側 端 部 に 対 す る 選 択 的 な 取 り 付 け の
た め の 、 形 状 お よ び 大 き さ に 作 ら れ て い る 、 胃 縮 小 装 置 。
（ ３ ） 実 施 態 様 １ に 記 載 の 胃 縮 小 装 置 に お い て 、
　 前 記 細 長 い 本 体 部 分 は 、 前 記 細 長 い 本 体 部 分 の 上 部 (top)お よ び 下 部 (bottom)に 沿 っ て
配 置 さ れ て い る 、 対 向 し て い る 前 後 の 組 織 係 合 面 、 を 含 ん で い る 、 胃 縮 小 装 置 。
（ ４ ） 実 施 態 様 ３ に 記 載 の 胃 縮 小 装 置 に お い て 、
　 前 記 細 長 い 本 体 部 分 は 、 前 記 前 後 の 組 織 係 合 面 の 近 く に そ れ ぞ れ 形 成 さ れ て い る 第 １ お
よ び 第 ２ の 針 通 路 、 を 含 ん で い る 、 胃 縮 小 装 置 。
（ ５ ） 実 施 態 様 ４ に 記 載 の 胃 縮 小 装 置 に お い て 、
　 前 記 そ れ ぞ れ の 第 １ お よ び 第 ２ の 針 通 路 は 、 針 が 、 前 記 胃 壁 の 前 記 前 後 の 組 織 係 合 面 に
接 触 し て い る 胃 の 組 織 を 完 全 に 通 過 す る よ う に 、 前 記 前 後 の 組 織 係 合 面 に よ り 定 め ら れ て
い る 前 記 正 弦 曲 線 状 の 波 形 の 前 記 中 心 、 を 概 ね 通 過 し て い る 、 胃 縮 小 装 置 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
（ ６ ） 実 施 態 様 ３ に 記 載 の 胃 縮 小 装 置 に お い て 、
　 前 記 細 長 い 本 体 部 分 は 、 前 記 前 後 の 組 織 係 合 面 の そ れ ぞ れ に 沿 っ て 、 吸 引 口 と 、 少 な く
と も １ つ の 吸 引 穴 と 、 を 含 ん で い る 、 胃 縮 小 装 置 。
（ ７ ） 実 施 態 様 ３ に 記 載 の 胃 縮 小 装 置 に お い て 、
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　 前 記 前 後 の 組 織 係 合 面 を 定 め て い る 前 記 正 弦 曲 線 状 の 波 形 の 大 き さ は 、 胃 の 対 向 し て い
る 前 後 の 壁 部 を 引 き 込 ん で 重 ね あ っ た 形 態 に し て 、 巾 着 縫 合 糸 の 配 置 の た め に 、 そ れ ら 前
後 の 壁 部 を 針 が そ れ ぞ れ 通 過 で き る よ う に す る 大 き さ で あ る 、 胃 縮 小 装 置 。
（ ８ ） 実 施 態 様 １ に 記 載 の 胃 縮 小 装 置 に お い て 、
　 前 記 細 長 い 本 体 部 分 は 、 巾 着 縫 合 の 形 成 の た め の 、 形 状 お よ び 大 き さ 、 に 作 ら れ て い る
、 胃 縮 小 装 置 。
（ ９ ） 実 施 態 様 ８ に 記 載 の 胃 縮 小 装 置 に お い て 、
　 前 記 細 長 い 本 体 部 分 は 、 二 重 の 巾 着 縫 合 の 形 成 の た め の 、 形 状 お よ び 大 き さ 、 に 作 ら れ
て い る 、 胃 縮 小 装 置 。
（ １ ０ ） 実 施 態 様 １ に 記 載 の 胃 縮 小 装 置 に お い て 、
　 前 記 細 長 い 本 体 部 分 は 、 前 記 少 な く と も １ つ の 組 織 係 合 面 に 沿 っ て 、 吸 引 口 と 、 一 連 の
吸 引 穴 と 、 を 含 ん で い る 、 胃 縮 小 装 置 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
（ １ １ ） 実 施 態 様 １ に 記 載 の 胃 縮 小 装 置 に お い て 、
　 前 記 細 長 い 本 体 部 分 は 、 胃 の 前 後 の 壁 部 が 、 重 ね あ っ た 形 態 で 、 前 記 胃 縮 小 装 置 の 上 に
、 同 時 に 引 き 込 ま れ て 、 単 一 の 針 が 、 そ の 胃 の 前 後 の 壁 部 の 両 方 に 、 同 時 に 穴 あ け す る こ
と を 可 能 に す る よ う に 、 正 弦 曲 線 状 の 波 打 ち 部 分 、 を 含 ん で い る 、 胃 縮 小 装 置 。
（ １ ２ ） 実 施 態 様 １ １ に 記 載 の 胃 縮 小 装 置 に お い て 、
　 前 記 細 長 い 本 体 部 分 は 単 一 の 針 通 路 の み を 有 し て い る 、 胃 縮 小 装 置 。
（ １ ３ ） 実 施 態 様 １ に 記 載 の 胃 縮 小 装 置 に お い て 、
　 前 記 針 は 、 そ の 両 端 部 に お い て 、 傷 害 を 減 少 さ せ る 手 段 を 含 ん で い る 、 胃 縮 小 装 置 。
（ １ ４ ） 実 施 態 様 １ に 記 載 の 胃 縮 小 装 置 に お い て 、
　 前 記 細 長 い 本 体 部 分 の 周 囲 に 配 置 さ れ て い る 予 備 織 り 縫 合 糸 、 を さ ら に 含 ん で い る 、 胃
縮 小 装 置 。
（ １ ５ ） 胃 縮 小 術 を 行 な う た め の 方 法 に お い て 、
　 胃 の 中 に 胃 縮 小 装 置 を 位 置 決 め す る 処 理 で あ っ て 、 こ の 胃 縮 小 装 置 は 、
　 　 近 位 側 端 部 お よ び 遠 位 側 端 部 を 含 ん で い る 細 長 い 本 体 部 分 で あ っ て 、 前 記 細 長 い 本 体
部 分 は 、 針 が 通 過 す る よ う に 配 向 さ れ て い る 少 な く と も １ つ の 組 織 係 合 面 を 伴 う 、 概 ね 正
弦 曲 線 の 形 状 で あ る 、 細 長 い 本 体 部 分 、 で あ り 、
　 　 前 記 細 長 い 本 体 部 分 は 、 前 記 少 な く と も １ つ の 組 織 係 合 面 の 近 く に そ れ ぞ れ 形 成 さ れ
て い る 少 な く と も １ つ の 針 通 路 、 も 含 ん で お り 、 前 記 少 な く と も １ つ の 針 通 路 は 、 針 が 、
前 記 組 織 係 合 面 に 接 触 し て い る 胃 の 組 織 、 を 完 全 に 通 過 す る よ う に 、 そ の 少 な く と も １ つ
の 組 織 係 合 面 に よ り 定 め ら れ て い る 正 弦 曲 線 状 の 波 形 の 中 心 、 を 概 ね 通 過 し て お り 、
　 　 前 記 細 長 い 本 体 部 分 は 縫 合 糸 通 路 を さ ら に 含 む 、 細 長 い 本 体 部 分 を 含 む 、 胃 縮 小 装 置
で あ る 、 処 理 と 、
　 前 記 胃 縮 小 装 置 の 少 な く と も １ つ の 組 織 係 合 面 に 沿 っ て 、 胃 壁 の 組 織 を 保 持 す る よ う に
減 圧 す る 処 理 と 、
　 前 記 組 織 係 合 面 の 近 く に 配 置 さ れ て い る 針 通 路 の 中 を 、 前 記 胃 縮 小 装 置 の 軸 に 沿 っ て 、
少 な く と も １ 本 の 針 を 通 す 処 理 と 、
　 前 記 針 を 後 退 さ せ て 巾 着 縫 合 糸 を 残 す 処 理 と 、
　 前 記 胃 縮 小 装 置 か ら 予 備 織 り 縫 合 糸 を は ず す 処 理 と 、
　 前 記 予 備 織 り 縫 合 糸 を 引 っ 張 る こ と に よ り 、 前 記 予 備 織 り 縫 合 糸 が 、 胃 壁 を 互 い に 引 き
合 わ せ る 処 理 と 、
　 を 含 む 、 方 法 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
（ １ ６ ） 実 施 態 様 １ ５ に 記 載 の 方 法 に お い て 、
　 前 記 縫 合 糸 は 、 前 記 針 が 前 記 胃 縮 小 装 置 の 前 記 針 通 路 を 通 過 す る よ う に 、 そ の 針 の ヘ ッ
ド 部 分 に 固 定 さ れ て お り 、 前 記 針 は 、 前 記 巾 着 縫 合 の 形 成 に お け る 通 過 お よ び 後 退 の 工 程
の 間 に 、 胃 壁 の 中 の 波 打 ち 部 分 に 穴 あ け し て 、 粘 膜 、 筋 板 （ muscular layer） 、 お よ び 漿
膜 、 を か わ る が わ る 通 過 し て か ら 、 逆 方 向 に 胃 壁 を 通 過 し て 戻 り 、 全 て の 厚 さ に わ た り 貫
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通 す る 、 方 法 。
（ １ ７ ） 実 施 態 様 １ ５ に 記 載 の 方 法 に お い て 、
　 前 記 胃 縮 小 装 置 は 前 後 の 組 織 係 合 面 を 含 ん で お り 、 前 記 減 圧 す る 工 程 は 、 前 記 胃 縮 小 装
置 の 波 打 っ て い る 前 後 の 組 織 係 合 面 の 中 に 、 前 後 の 胃 壁 の 組 織 を 保 持 す る よ う に 減 圧 す る
処 理 、 を 含 ん で い る 、 方 法 。
（ １ ８ ） 実 施 態 様 １ ５ に 記 載 の 方 法 に お い て 、
　 前 記 胃 縮 小 装 置 は 前 後 の 組 織 係 合 面 を 含 ん で お り 、 前 記 通 過 の 工 程 は 、 前 記 前 後 の 組 織
係 合 面 の 対 向 し て い る 吸 引 穴 の 近 く に 配 置 さ れ て い る 針 通 路 を 通 り 、 前 記 胃 縮 小 装 置 の 軸
に 沿 っ て 、 第 １ お よ び 第 ２ の 針 を 通 過 さ せ る 処 理 、 を 含 む 、 方 法 。
（ １ ９ ） 実 施 態 様 １ ８ に 記 載 の 方 法 に お い て 、
　 縫 合 糸 は 、 前 記 針 の そ れ ぞ れ が 前 記 胃 縮 小 装 置 の 前 記 針 通 路 を 通 過 す る よ う に 、 前 記 針
の そ れ ぞ れ の ヘ ッ ド 部 分 に 固 定 さ れ て お り 、 直 線 状 の 針 は 、 前 記 巾 着 縫 合 の 形 成 に お け る
通 過 お よ び 後 退 の 工 程 の 間 に 、 胃 壁 の 中 の 波 打 ち 部 分 に 穴 あ け し て 、 粘 膜 、 筋 板 （ muscul
ar layer） 、 お よ び 漿 膜 、 を か わ る が わ る 通 過 し て か ら 、 逆 方 向 に 胃 壁 を 通 過 し て 戻 り 、
全 て の 厚 さ に わ た り 貫 通 す る 、 方 法 。
（ ２ ０ ） 実 施 態 様 １ ５ に 記 載 の 方 法 に お い て 、
　 前 記 引 き 込 み の 工 程 は 、 前 記 前 後 の 胃 壁 を 互 い に 引 き 合 わ せ る 処 理 、 を 含 む 、 方 法 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
【 図 １ 】 使 用 状 態 に あ る 、 本 発 明 の 胃 縮 小 装 置 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に よ る 縫 合 処 理 を 示 し て い る 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 上 記 の 胃 縮 小 装 置 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 上 記 の 胃 縮 小 装 置 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 組 織 係 合 面 に 接 触 し て 引 き 込 ま れ て い る 組 織 を 伴 う 、 胃 縮 小 装 置 の 断 面 図 で あ る
。
【 図 ６ ａ 】 巾 着 縫 合 糸 の 供 給 中 に お け る 、 固 定 部 材 の 放 出 を 示 し て い る 、 概 略 図 で あ る 。
【 図 ６ ｂ 】 巾 着 縫 合 糸 の 供 給 中 に お け る 、 固 定 部 材 の 放 出 を 示 し て い る 、 概 略 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 に よ る 、 胃 縮 小 装 置 の 別 の 実 施 形 態 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 組 織 係 合 面 に 接 触 し て 引 き 込 ま れ て い る 組 織 を 伴 う 、 図 ７ に お い て 示 さ れ て い る
、 胃 縮 小 装 置 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 図 ７ お よ び 図 ８ に 基 づ い て 開 示 さ れ て い る 実 施 形 態 に よ る 縫 合 処 理 を 示 し て い る
断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 さ ら に 別 の 実 施 形 態 に よ る 縫 合 処 理 を 示 し て い る 断 面 図 で あ る 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ ａ 】

【 図 ６ ｂ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】
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